
「
共
助
」を
旗
印
に
、

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
。

被
災
者
が
創
り
出
す
、新
た
な
絆

　
東
日
本
大
震
災
は
東
北
３
県
だ
け
で
は
な
く
、

茨
城
県
に
も
深
い
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。

　「
人
間
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
な
い
。つ
な
が
り

の
中
で
生
か
さ
れ
て
い
る
の
だ
」と
改
め
て
痛
感
し

た
と
い
う
古
茂
田
昇
さ
ん
。「
北
茨
城
あ
す
な
ろ
会
」

の
代
表
者
で
す
。

　
被
災
者
が
1
0
3
世
帯
入
居
し
て
き
た
雇
用
促

進
住
宅
は
、多
く
の
人
に
と
っ
て
、初
め
て
の
場
所
、

初
め
て
の
ご
近
所
さ
ん
。垣
根
を
取
り
払
う
た
め
に

「
あ
い
さ
つ
運
動
」か
ら
は
じ
め
、住
民
が
互
い
に
語

り
合
う
た
ま
り
場
と
し
て
サ
ロ
ン
を
運
営
し
、住
民

の
一
体
感
づ
く
り
に
注
力
し
て
い
ま
す
。毛
布
一
枚

で
避
難
し
て
き
て
、自
殺
も
考
え
た
と
い
う
高
齢
者

も
今
は
こ
の
サ
ロ
ン
の
常
連
さ
ん
だ
と
か
。

　「
お
互
い
に
励
ま
し
合
い
、自
分
に
で
き
る
こ
と

で
貢
献
す
る
。共
助
の
精
神
が
大
切
と
考
え
ま
す
」

と
古
茂
田
さ
ん
。新
た
な
〞絆
づ
く
り
に
今
日
も
邁

進
し
て
い
ま
す
。

●
取
材
日
／
2
0
1
2
年
8
月
1
日

鼓動

特 集

知
る
こ
と
が
第
一
歩

〜
み
ん
な
で
支
え
る
発
達
障
害
〜
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保険の広場
つながって広げ続けよう！
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茨城県北茨城市
「北茨城あすなろ会」

02

　北茨城市の雇用促進住宅において、「共
助」を旗印に自治活動を続ける任意団体。
　全117世帯のうち、103世帯は3.11の津
波被害を受け、入居してきた。全く違う地
域から集まった住民たちに共生する意識

ご意見ご要望等どのようなことでも結構です。企画の参考とさせていただきますので、
全国ボランティア・市民活動振興センターまでお知らせください。

〒
100-8980　

東
京
都
千
代
田
区
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が
関
3-3-2　

新
霞
が
関
ビ
ル
　
TEL.03-3581-4656   FAX.03-3581-7858

E-m
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w
w
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vc.net/
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ボランティア活動保険等の補償制度は、社会福祉協議会およびその構成員・会員ならびに社会福祉協議会が運営するボラ
ンティア・市民活動センターなどに登録されているボランティア・ボランティアグループ・団体が加入対象です。

を高めてもらい、新たな共同体として機
能するように尽力。「あいさつ運動」「たま
り場サロン運営」「ラジオ体操」など、他者
との関係性を構築するきっかけづくりを
継続する。

「ボランティア情報」では、みなさんから
のご意見や情報を募集しています。

ボランティア活動保険に
関するQ&A保 険 の 広 場 今月の質問

TEL/03-3581-4667  FAX/03-3581-4763  URL  http://www.fukushihoken.co.jp/   

河川の清掃活動で草刈り機を使用しますが、補
償の対象ですか？

活動中に、ハチに刺されて治療のため
に通院しましたが、補償の対象になりま
すか？

暑い日が続けば熱中症の心配、台風や大
雨では災害の心配。ボラセンにいると天
気予報が気になってしかたがありません。
でも時間を作って山に行ったり花火を見
たり、故郷に帰って懐かしい顔に会ったり
して夏を満喫すると、とってもリフレッ
シュになります。いつもどおりの夏を楽し
むことができることに感謝しつつ...今年は
どの地域にも楽しい夏休みが訪れますよ
うに！　　　　　　　　　　　　 （野川）

私、編集の工程に好き・嫌いがあることが
わかってきました。企画は不安だけど楽し
い、突撃のアポ取りはドキドキ、原稿書く
のは嫌いじゃない等。そんな中、取材は大
好きです！特に「つながって広げ続けよ
う！」。各団体のとても偉い方から、熱い思
いを伺い、私の新人お悩み相談・アドバイ
スまでしていただいて（今回の夏目様もお
母さんみたいでした）、いつも良い刺激を
いただいています。　　　　　　   （柴山）

一緒に「ボランティア情報」をつくってくれるサポー
ターを募集します！全国、1,000人が目標です！
一緒に「ボランティア情報」をつくってくれるサポー
ターを募集します！全国、1,000人が目標です！

対象になります。
 なお、ボランティア行事用保険では、草刈り機など
の電動器具を使用する行事は対象になりません。

Q1

A1

公園の樹木の剪定作業にチェーンソーを使用
しますが、加入できますか？

加入できます。
ただし、チェーンソーを使用する森林ボラン
ティア活動は、対象になりません。

Q2

A2

　私たちは、地域婦人会・女性会のネットワーク組織
で、地域社会に密着して、地域福祉、まちづくり、男女共
同参画推進、子育て支援、環境、食育、防災、消費者問題
など、幅広い分野でくらしに関わる課題の改善に取り
組んでいます。近年、婦人会・女性会は会員数や次世代
の担い手が減少しているという課題を抱えています
が、私は地婦連を自分たちの声を発信する大切な場だ
と考えています。自分たちの生活を良くするのは自分たちですから、そのために声を出し
続けなければなりません。それに今私たちが抱えている生活の問題は、次の世代にも関わ
ることですから、自分たちだけが良く暮らして、問題は先送りなんてことはせず、次の世代
には良い状態の社会・くらしを引き継げるような取り組みを進めていきたいです。

対象になります。
加入手続きをした社協に事故の届出
をしてください。治療が終わったら、保
険金の請求手続きをしてください。

Q3

A3

ボランティア活動保険等についてのお問合せ
は、株式会社  福祉保険サービスまでどうぞ。

※本誌掲載の取材対象者の〈所属〉・〈役職〉は取材日当日のものです。

つ
な が てっ

全国地域婦人団体連絡
協議会　事務局長

夏目　智子さん
茨城県地域女性団体連絡会による東日本大震災復興支援

事務局だより

茨城県北茨城市
「北茨城あすなろ会」

いばらき けん きたいばらき   し

 

 

なつ   め さと   こ

広げ続けよう！広げ続けよう！

おしゃべりが絶えない、たまり場での笑顔

茨城県北茨城市

学校のボランティアクラブの活動は、
加入できますか？

加入できません。
部活動やクラブ活動は、学校が教育
計画の一環として行う学校管理下
の活動のため、対象となりません。

Q4

A4
地域ぐるみの学校支援活動と
して、学習支援活動や部活動指
導、また、校内環境整備や登下
校安全確保の活動に参加して
います。
学校支援活動は、ボランティア
活動保険の対象になりますか？

対象となります。
なお、部活動指導などで、ボラン
ティアが競技者として参加する
場合は対象となりません。

Q5

A5

「支えてくれた多くの人に感謝し、できることは
全てしたい」と、凛として話される夏目さん。生活
者の声を届けるため、住まう地域の婦人会から、
レディースネット袋井、NPO法人ふぁみりあネッ
トを立ち上げ、次世代の担い手の育成のための
取り組みを精力的に進めています。

おしゃべりが絶えない、たまり場での笑顔

〞

★サポーターの声シート（アンケート）に回答する
★「ボランティア情報」Facebookページにコメント・投稿する

★ｖｃ00000＠shakyo.or.jpにメール
★Facebookページ（http://www.facebook.com/z.boraj）にメッセージ
★03-3581-4656にお電話

★「読者の広場」おたのしみ抽選
　…アンケートやコメントを寄せていただいた方の中から抽選で、全国の
　素敵な？品物をプレゼント！
★サポーターによる連載コーナーで「ボランティア情報」に登場！？（予定）

サポーター募集！！

サポーターの役割

サポーターの特典

参加方法

INFORMATION

hyoushi-hyou_8gatsu_08.pdf   1   12/08/20   11:19



　発達障害とはどのような事態を指し示す

のでしょうか。

　僕は、まず発達という事象を、「人が生きて

いく過程」であると位置づけています。人が

生きていく過程には、喜怒哀楽があります。

そのうえで、①生物学的な規則性と準備性

にある程度沿いながら変化し、

②社会的・文化的の状況に組み

込まれていく過程を、③ある程

度のバリエーションを容認した

なかで評価されるものを発達と

すると、発達障害とは、①生物学

的な規則性と準備性において、

時間的な早さ遅さ、質的な高さ

低さといった差違があり、②社

会的・文化的の状況から逸脱し、

③その程度が現状で容認され

ない様相と表現してもよいかも

しれません。この容認されるか

いなかという逸脱の程度は、われ

われが共生する社会が、ある程

度の均一性、同一性、許容範囲の

なかで成立することを意味しています。

　医学的に準備される診断基準に添って

診断される発達障害が、最近増加傾向にあ

ると指摘されています。これは、①生物学的

な規則性と準備性において、時間的な早さ

遅さ、質的な高さ低さといった差違と、②社

会的・文化的の状況からの逸脱への、評価の

差違ともいえないでしょうか。差違と逸脱は

確かにこれまでも、これからも存在している

のですが、その存在を個性と呼ぶか、特性と

呼ぶか、障害と呼ぶか、は不確実な判断とな

るでしょう。

　僕が発達障害と判断するのは、個々が抱

く「生きていく過程に生じる生きづらさ」への

評価からになります。

　では、そうした事態への適切な関わりと

は、どういったものでしょう。

　ひと言で言えば、「生きていく過程に生じ

る生きづらさ」に関係性をもって接近するこ

とということになります。現実に生きている

その人を尊重し、注目することから、関わり

が始まります。その関わりの方向性は、発達

障害と規定された世界を生きる方達を、異

質として排除する、あるいは遠ざけることで

あっては、もちろんいけませんが、それ以上

に、その世界からの脱出でもなく、その世界

観を持ちながら、安心してともに生きるとい

う、関係性に支えられた共生状況を生み出

すことにあります。

　僕は、発達障害の世界を学び、生きづらさ

に思いを馳せ、生きようを重視しつつ継続的

に生活相談に乗って行くことが大切なこと

であると思っています。

　そして発達障害があっても生活の障害に

しないために、生きづらさに折り合いをつけ

る生活を一緒に探し続ける支援を目指して

います。

　私たちは、LD（学習障害）の子どもたちが

大きく育ち、世の中・人のために役立つ人と

なることを願って設立された親の会で、現在

270名の会員がいます。

　活動の一つに情報交換や悩みを出す場

としての懇親会があります。発達障害は「親

の愛情不足」「家庭環境のせい」との誤解や、

周囲の無理解等、身近に相談する人がいな

い非会員の方も参加でき、孤立を防ぐ場に

なっています。

　その他、勉強会・研修会の開催や、行政や

関連機関との連携、機関誌「たつの子」を発

行し、情報共有を図っています。

会員は保護者であって専門家ではありませ

んし、組織運営に関しては素人です。そんな

中、それぞれに特性・ニーズの違うお子さん

をもつ会員を対象に研修会等を企画・運営

していくことに難しさを感じたり、財政的な

問題にぶつかったりしながらも、仲間と出会

い助け合って活動してきました。2年前に「た

つの子」の20周年記念誌を作った際には、

様 な々思い出で、胸が一杯になりました。

　発達障害のある人にとって、就労は大き

な問題です。就労自体が難しいということも

ありますが、働き続ける中での困難もありま

す。障害があるようには見えないことや、正

しい理解がされないために、本人が怠けて

いると誤解されたり、「大学卒なのに○○もで

きないのか」と言われたりすることもあります。

　でも、すべてが出来ないわけではありませ

ん。例えば一度に言うのではなく、一つずつ、

具体的な指示をしてもらう、図示してもらう

など、本人の特性に合った伝え方や関わり

方がされれば業務をこなすことができる場

合が多いのです。

　また、学童期に多くの親御さんが求めて

いるのは、勉強面よりも生

活面での支援です。そば

にいる方が少し声かけし

てくれるだけで、お友だ

ちとトラブルなく遊べた

り、学校の集団行動がで

きたりします。“ちょっとし

た支援”が、その子の可能

性を大きく広げます。

　私たちの目標は、地域

に密着した活動をしていく中で、当事者と社

会がお互いを認め合える社会をつくること

です。子どもたちには、仕事を持ち、自力で生

活できるようになってほしいです。でも現状

は、グループホームの利用や一人暮らしはご

くわずかで、ほとんどは一般事業所で働い

ているものの、親と同居しています。発達障

害のある人の中には支援が必要にもかかわ

らず、障害者手帳を交付されない場合もあ

ります。子どもたちが自立していくための環

境を整えるにはまだまだ課題が山積みです。

　子どもたちが生きていく地域で、関わる

人々からの理解が得られ、必要な支援を受

けて自立した生活が送れるよう、地域に根

ざした活動を続けていきます。

〈取材日：平成24年8月2日〉

サポーターの声
02 03

“次の世代の活動者を育てる”という目標の為に、とても具体的な活動で素敵。学校や親との共通認識・連携ができ
ていることもうかがえる。子どもたちにとっても良い経験になっていると感じた。　（山口県　石崎さん） 書籍紹介 『福祉教育実践ガイド　福祉教育は福祉教育ではじまり福祉教育でおわる』（平成24年3月）

■お問い合わせ先／全国社会福祉協議会全国ボランティア・市民活動振興センター　TEL：03-3581-4656

ボランティア情報　平成24年8月1日発行　第三種郵便物認可 ボランティア情報　平成24年8月1日発行　第三種郵便物認可

　これらは発達障害の簡単なチェックリストの一部です。発達障害は、

社会生活における苦手の度合いが極端な人につけられた名前です。正

しい知識が十分には知られていない中、支援に携わる方々からは「周囲

の対応が重要」「もっと知ってほしい」という声が聞かれます。知ること

が、私たちにできる支援の第一歩になります。

「たつの子」運動会

「たつの子」20周年記念講演会

発達障害児のために、
親の思いを込めた「たつの子」

生物学的・社会的な意味での発達
の中での、個々が抱える生きづらさ

生きづらさに思いを馳せ、
ともに生きる

親・家族による支
援

ケース■1

周囲の理解と“ちょっとした支援”で
できることがある

仲間との大切な出会い、

助け合い、支え合ってこれたこと…

今があることに改めて感謝しています

知ることが第一歩
～みんなで支える発達障害～

発達障害を理解し適切に関わるということ

特 集特 集

子ども達は地域で
生きていく。
だからもっと地域に
密着した活動を

こう　づま　　 とみ　  こ

高妻 富子さん兵庫県LD親の会「たつの子」

医療法人社団倭会
こころとそだちのクリニック むすびめ

田中 康雄

ボランティア情報　平成24年8月1日発行　第三種郵便物認可 ボランティア情報　平成24年8月1日発行　第三種郵便物認可

院長

□考えを伝えるのが苦手。 □気持ちの切り替えが苦手。
□がんこである。 □感情の起伏が激しい。 □飽きっぽい。
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　発達障害とはどのような事態を指し示す

のでしょうか。

　僕は、まず発達という事象を、「人が生きて

いく過程」であると位置づけています。人が

生きていく過程には、喜怒哀楽があります。

そのうえで、①生物学的な規則性と準備性

にある程度沿いながら変化し、

②社会的・文化的の状況に組み

込まれていく過程を、③ある程

度のバリエーションを容認した

なかで評価されるものを発達と

すると、発達障害とは、①生物学

的な規則性と準備性において、

時間的な早さ遅さ、質的な高さ

低さといった差違があり、②社

会的・文化的の状況から逸脱し、

③その程度が現状で容認され

ない様相と表現してもよいかも

しれません。この容認されるか

いなかという逸脱の程度は、われ

われが共生する社会が、ある程

度の均一性、同一性、許容範囲の

なかで成立することを意味しています。

　医学的に準備される診断基準に添って

診断される発達障害が、最近増加傾向にあ

ると指摘されています。これは、①生物学的

な規則性と準備性において、時間的な早さ

遅さ、質的な高さ低さといった差違と、②社

会的・文化的の状況からの逸脱への、評価の

差違ともいえないでしょうか。差違と逸脱は

確かにこれまでも、これからも存在している

のですが、その存在を個性と呼ぶか、特性と

呼ぶか、障害と呼ぶか、は不確実な判断とな

るでしょう。

　僕が発達障害と判断するのは、個々が抱

く「生きていく過程に生じる生きづらさ」への

評価からになります。

　では、そうした事態への適切な関わりと

は、どういったものでしょう。

　ひと言で言えば、「生きていく過程に生じ

る生きづらさ」に関係性をもって接近するこ

とということになります。現実に生きている

その人を尊重し、注目することから、関わり

が始まります。その関わりの方向性は、発達

障害と規定された世界を生きる方達を、異

質として排除する、あるいは遠ざけることで

あっては、もちろんいけませんが、それ以上

に、その世界からの脱出でもなく、その世界

観を持ちながら、安心してともに生きるとい

う、関係性に支えられた共生状況を生み出

すことにあります。

　僕は、発達障害の世界を学び、生きづらさ

に思いを馳せ、生きようを重視しつつ継続的

に生活相談に乗って行くことが大切なこと

であると思っています。

　そして発達障害があっても生活の障害に

しないために、生きづらさに折り合いをつけ

る生活を一緒に探し続ける支援を目指して

います。

　私たちは、LD（学習障害）の子どもたちが

大きく育ち、世の中・人のために役立つ人と

なることを願って設立された親の会で、現在

270名の会員がいます。

　活動の一つに情報交換や悩みを出す場

としての懇親会があります。発達障害は「親

の愛情不足」「家庭環境のせい」との誤解や、

周囲の無理解等、身近に相談する人がいな

い非会員の方も参加でき、孤立を防ぐ場に

なっています。

　その他、勉強会・研修会の開催や、行政や

関連機関との連携、機関誌「たつの子」を発

行し、情報共有を図っています。

会員は保護者であって専門家ではありませ

んし、組織運営に関しては素人です。そんな

中、それぞれに特性・ニーズの違うお子さん

をもつ会員を対象に研修会等を企画・運営

していくことに難しさを感じたり、財政的な

問題にぶつかったりしながらも、仲間と出会

い助け合って活動してきました。2年前に「た

つの子」の20周年記念誌を作った際には、

様 な々思い出で、胸が一杯になりました。

　発達障害のある人にとって、就労は大き

な問題です。就労自体が難しいということも

ありますが、働き続ける中での困難もありま

す。障害があるようには見えないことや、正

しい理解がされないために、本人が怠けて

いると誤解されたり、「大学卒なのに○○もで

きないのか」と言われたりすることもあります。

　でも、すべてが出来ないわけではありませ

ん。例えば一度に言うのではなく、一つずつ、

具体的な指示をしてもらう、図示してもらう

など、本人の特性に合った伝え方や関わり

方がされれば業務をこなすことができる場

合が多いのです。

　また、学童期に多くの親御さんが求めて

いるのは、勉強面よりも生

活面での支援です。そば

にいる方が少し声かけし

てくれるだけで、お友だ

ちとトラブルなく遊べた

り、学校の集団行動がで

きたりします。“ちょっとし

た支援”が、その子の可能

性を大きく広げます。

　私たちの目標は、地域

に密着した活動をしていく中で、当事者と社

会がお互いを認め合える社会をつくること

です。子どもたちには、仕事を持ち、自力で生

活できるようになってほしいです。でも現状

は、グループホームの利用や一人暮らしはご

くわずかで、ほとんどは一般事業所で働い

ているものの、親と同居しています。発達障

害のある人の中には支援が必要にもかかわ

らず、障害者手帳を交付されない場合もあ

ります。子どもたちが自立していくための環

境を整えるにはまだまだ課題が山積みです。

　子どもたちが生きていく地域で、関わる

人々からの理解が得られ、必要な支援を受

けて自立した生活が送れるよう、地域に根

ざした活動を続けていきます。

〈取材日：平成24年8月2日〉

サポーターの声
02 03

“次の世代の活動者を育てる”という目標の為に、とても具体的な活動で素敵。学校や親との共通認識・連携ができ
ていることもうかがえる。子どもたちにとっても良い経験になっていると感じた。　（山口県　石崎さん） 書籍紹介 『福祉教育実践ガイド　福祉教育は福祉教育ではじまり福祉教育でおわる』（平成24年3月）

■お問い合わせ先／全国社会福祉協議会全国ボランティア・市民活動振興センター　TEL：03-3581-4656
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　これらは発達障害の簡単なチェックリストの一部です。発達障害は、

社会生活における苦手の度合いが極端な人につけられた名前です。正

しい知識が十分には知られていない中、支援に携わる方々からは「周囲

の対応が重要」「もっと知ってほしい」という声が聞かれます。知ること

が、私たちにできる支援の第一歩になります。

「たつの子」運動会

「たつの子」20周年記念講演会

発達障害児のために、
親の思いを込めた「たつの子」

生物学的・社会的な意味での発達
の中での、個々が抱える生きづらさ

生きづらさに思いを馳せ、
ともに生きる

親・家族による支
援

ケース■1

周囲の理解と“ちょっとした支援”で
できることがある

仲間との大切な出会い、

助け合い、支え合ってこれたこと…

今があることに改めて感謝しています

知ることが第一歩
～みんなで支える発達障害～

発達障害を理解し適切に関わるということ

特 集特 集

子ども達は地域で
生きていく。
だからもっと地域に
密着した活動を

こう　づま　　 とみ　  こ

高妻 富子さん兵庫県LD親の会「たつの子」

医療法人社団倭会
こころとそだちのクリニック むすびめ

田中 康雄
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院長

□考えを伝えるのが苦手。 □気持ちの切り替えが苦手。
□がんこである。 □感情の起伏が激しい。 □飽きっぽい。
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　私たちは「日本中の自閉症があるお子さ

んとそのご家族が、子育ての中で可能性を

最大限に広げられる社会」の実現を目指し

ています。自閉症のお子さんは、応用行動分

析という心理学に基づいた集中的な療育を

受けることで、症状の改善や発達の促進が

みられることが分かっています。

　私たちは、主に就学前のお子さんとその

ご家族に、療育のサポートを行っています。

お子さんと一番長く関わるのは親御さんで

すから、親御さんが主体的に療育を進めら

れることを重視し、1年間で知識や実践的な

スキルをお伝えします。

　これまでに約50家庭にサービスを提供す

るなかで、「言葉が話せるようになりました」

「通常学級に就学できそうです」といったお

言葉をいただくこともあり、非常にやりがい

を感じています。

　アメリカでは発達障害

児は約100人に1人の割

合との統計が出ており、

国による発達障害児・者

への制度も整っていま

す。療育の専門家として

の資格もあり、それを仕事にできます。しか

し、日本は圧倒的に専門家の数が少なく、国

の支援といっても療育センターで週に1～数

回の指導が受けられる程度で、地域ごとに

ばらつきもあります。

　発達障害の支援には、様 な々知識と実践

スキルが必要なため、全てを専門家が行う

と莫大な時間や費用がかかります。日本で、

幼少期の集中的な支援を根付かせるために

は、専門性を切り分けて役割分担をする必

要があると考えています。

　例えば、お子さんの発達の評価や、療育の

カリキュラム作りは、専門知識や臨床経験の

積み重ねが欠かせません。しかし、カリキュ

ラムにそって直接お子さんに支援を行う人

材は増やすことができます。そこで、学生に

実働部分を担ってもらっています。心理学

や医学、特別支援教育の知識はなくても、規

定の研修を受け、認定試験で知識やスキル

を認められた学生に家庭教師のような形で

家庭療育のサポートをしてもらっています。

学生時代に自閉症の正しい知識をもち、お

子さんに関わっていれば、将来自分が社会

人や親になったときに、発達障害の理解者

になれる可能性も期待できます。

　現在は、児童デイサービスのスタッフに人

材養成研修を行ったり、公開セミナーを行っ

たりもしています。発達障害にはライフス

テージ毎の課題があります。私たちは就学

前の支援に携わりますが、それ以降の支援

をしている団体とのネットワーク作りの必要

性も感じます。さらに、適切な支援にたどり着

くのが難しいという課題もあります。そのた

めの啓発活動にも取り組み始めています。

　今後とも、私たちの活動に共感してくれる

人 の々輪を広げ、チームとして取り組むこと

によって、自閉症のお子さんとご家族をサ

ポートし続けたいです。

〈取材日：平成24年7月27日〉

　東日本大震災で被災されたご家族の支

援として、石巻市にある「かもめ学園」等で発

達障害のお子さんを持つお母さんの相談相

手をしたり、夏休みの2～3日、お子さんをお

預かりする「遊びの広場」を展開したりしま

した。夏頃にはお母さんたちが疲れきってい

たんです。発達障害のお子さんは環境の変

化が苦手という特徴がありますから。

　また、物資の支援もしました。発達障害の

お子さんがいるご家庭には、必要なものや

届け方が違ってきます。音に過敏なお子さ

んのためのイヤーマフ。時間の見通しが苦

手なお子さんのためのタイムタイマー。視覚

情報によるコミュニケーションが得意なお

子さんのためのホワイトボード。雑然とした

環境が苦手でパーソナルスペースが必要な

お子さんのためのパーテーション・ドーム型

テント。日頃からのつながりのおかげで企業

からたくさんの寄付を受けることができ、大

変助けになりました。

　生活用品も届け方に配慮が必要です。自

閉症のお子さんにとって、お母さんと長時間

行列に並ぶことは難しいのです。普段から

のネットワークを生かして、どこにどのご家

族がいるか把握し、必要な物資を直接届け

ることが必要でした。

　ご助力下さったのは企業だけではありま

せん。発達障害の情報共有のために運営し

ていたツイッターやブログで知り合ってい

たお母さん方、またそのご友人からも様 な々

配慮をいただきました。

　当時、仙台市では甘い食料品の入手が困

難でした。そんな状況を知って山口県から、

チョコレートやキャラメルを大量に送ってい

ただき、実際にお会いしたことはない方から

も、子どもたちが喜ぶ甘い

お菓子を送っていただきま

した。

　多くの人々に私たちの

活動を応援していただけ

る情報発信が欠かせない

ことを震災時に痛感させ

られました。私たちがやっ

ていることを福祉以外の

人にも、地域の外の人にも

知ってもらいたい。もっと

もっと応援してくれる人を

増やしていきたいと思って

います。

　発達障害のある人は、得意不得意が特に

目立ちます。自閉症のある人の場合、環境か

ら必要な音（情報）だけを拾い上げ、頭の中

で整理することが苦手です。でも、視覚によ

る情報を理解するのは得意なことが多いの

です。ですから、発達障害のお子さんがパ

ニックを起こしてしまったり、コミュニケー

ションできなかったりする時は、彼らにあっ

た伝え方ができていない私たちの方が未熟

であると認識しています。

　被災地に限らず、発達障害のある方の文

化を守り、その文化に寄り添うことが私たち

の役目だと思っています。

〈取材日：平成24年7月27日〉

04 05
書籍紹介 『学生パワーで地域を元気に』（2011年5月）

■お問い合わせ先／全国社会福祉協議会全国ボランティア・市民活動振興センター　TEL：03-3581-4656サポーターの声 7月号「ホントは身近なボランティア」、自分の住んでいる町の人に出会い話をすることで、郷土愛に繋がり、活動
をするときの原動力にもなる。無関心ではなくなるので、この活動は良いなと思いました。　（愛知県　濱本さん）
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あそびの広場、お母さんたちのおしゃべり会学生たちの実践トレーニング

あそびの広場の子どもたち

心理学に基づく早期療育

発達障害ならではの
被災地におけるニーズ

自閉症のお子さんをもつ
ご両親をサポート

チームによるサポートの輪を
広げたい

日本には専門家が
足りない。専門性を
切り分けて受け皿
を増やしたい

私たちがやっていることを
広く知ってもらうことが必要

自閉症の子は、「ユニークな脳を
持っている人」と認識しています

発達障害児の文化を

守ること、寄り添うことが

大切なのです

い     とう

伊藤 あづささん
一般社団法人ぶれいん・ゆに～くす

代表
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くま　　     ひと     み

熊  仁美さん
特定非営利活動法人ADDS（Advanced Developmental Disorders Support）

共同代表

専門家と親・学生
による療育

ケース■2
被災地での発達

障害児・者支援
ケース■3知ることが第一歩～みんなで支える発達障害～

特 集

幼少期の療育で、

自閉症のお子さんの成長の

可能性を広げていきたいです
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　私たちは「日本中の自閉症があるお子さ

んとそのご家族が、子育ての中で可能性を

最大限に広げられる社会」の実現を目指し

ています。自閉症のお子さんは、応用行動分

析という心理学に基づいた集中的な療育を

受けることで、症状の改善や発達の促進が

みられることが分かっています。

　私たちは、主に就学前のお子さんとその

ご家族に、療育のサポートを行っています。

お子さんと一番長く関わるのは親御さんで

すから、親御さんが主体的に療育を進めら

れることを重視し、1年間で知識や実践的な

スキルをお伝えします。

　これまでに約50家庭にサービスを提供す

るなかで、「言葉が話せるようになりました」

「通常学級に就学できそうです」といったお

言葉をいただくこともあり、非常にやりがい

を感じています。

　アメリカでは発達障害

児は約100人に1人の割

合との統計が出ており、

国による発達障害児・者

への制度も整っていま

す。療育の専門家として

の資格もあり、それを仕事にできます。しか

し、日本は圧倒的に専門家の数が少なく、国

の支援といっても療育センターで週に1～数

回の指導が受けられる程度で、地域ごとに

ばらつきもあります。

　発達障害の支援には、様 な々知識と実践

スキルが必要なため、全てを専門家が行う

と莫大な時間や費用がかかります。日本で、

幼少期の集中的な支援を根付かせるために

は、専門性を切り分けて役割分担をする必

要があると考えています。

　例えば、お子さんの発達の評価や、療育の

カリキュラム作りは、専門知識や臨床経験の

積み重ねが欠かせません。しかし、カリキュ

ラムにそって直接お子さんに支援を行う人

材は増やすことができます。そこで、学生に

実働部分を担ってもらっています。心理学

や医学、特別支援教育の知識はなくても、規

定の研修を受け、認定試験で知識やスキル

を認められた学生に家庭教師のような形で

家庭療育のサポートをしてもらっています。

学生時代に自閉症の正しい知識をもち、お

子さんに関わっていれば、将来自分が社会

人や親になったときに、発達障害の理解者

になれる可能性も期待できます。

　現在は、児童デイサービスのスタッフに人

材養成研修を行ったり、公開セミナーを行っ

たりもしています。発達障害にはライフス

テージ毎の課題があります。私たちは就学

前の支援に携わりますが、それ以降の支援

をしている団体とのネットワーク作りの必要

性も感じます。さらに、適切な支援にたどり着

くのが難しいという課題もあります。そのた

めの啓発活動にも取り組み始めています。

　今後とも、私たちの活動に共感してくれる

人 の々輪を広げ、チームとして取り組むこと

によって、自閉症のお子さんとご家族をサ

ポートし続けたいです。

〈取材日：平成24年7月27日〉

　東日本大震災で被災されたご家族の支

援として、石巻市にある「かもめ学園」等で発

達障害のお子さんを持つお母さんの相談相

手をしたり、夏休みの2～3日、お子さんをお

預かりする「遊びの広場」を展開したりしま

した。夏頃にはお母さんたちが疲れきってい

たんです。発達障害のお子さんは環境の変

化が苦手という特徴がありますから。

　また、物資の支援もしました。発達障害の

お子さんがいるご家庭には、必要なものや

届け方が違ってきます。音に過敏なお子さ

んのためのイヤーマフ。時間の見通しが苦

手なお子さんのためのタイムタイマー。視覚

情報によるコミュニケーションが得意なお

子さんのためのホワイトボード。雑然とした

環境が苦手でパーソナルスペースが必要な

お子さんのためのパーテーション・ドーム型

テント。日頃からのつながりのおかげで企業

からたくさんの寄付を受けることができ、大

変助けになりました。

　生活用品も届け方に配慮が必要です。自

閉症のお子さんにとって、お母さんと長時間

行列に並ぶことは難しいのです。普段から

のネットワークを生かして、どこにどのご家

族がいるか把握し、必要な物資を直接届け

ることが必要でした。

　ご助力下さったのは企業だけではありま

せん。発達障害の情報共有のために運営し

ていたツイッターやブログで知り合ってい

たお母さん方、またそのご友人からも様 な々

配慮をいただきました。

　当時、仙台市では甘い食料品の入手が困

難でした。そんな状況を知って山口県から、

チョコレートやキャラメルを大量に送ってい

ただき、実際にお会いしたことはない方から

も、子どもたちが喜ぶ甘い

お菓子を送っていただきま

した。

　多くの人々に私たちの

活動を応援していただけ

る情報発信が欠かせない

ことを震災時に痛感させ

られました。私たちがやっ

ていることを福祉以外の

人にも、地域の外の人にも

知ってもらいたい。もっと

もっと応援してくれる人を

増やしていきたいと思って

います。

　発達障害のある人は、得意不得意が特に

目立ちます。自閉症のある人の場合、環境か

ら必要な音（情報）だけを拾い上げ、頭の中

で整理することが苦手です。でも、視覚によ

る情報を理解するのは得意なことが多いの

です。ですから、発達障害のお子さんがパ

ニックを起こしてしまったり、コミュニケー

ションできなかったりする時は、彼らにあっ

た伝え方ができていない私たちの方が未熟

であると認識しています。

　被災地に限らず、発達障害のある方の文

化を守り、その文化に寄り添うことが私たち

の役目だと思っています。

〈取材日：平成24年7月27日〉
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■お問い合わせ先／全国社会福祉協議会全国ボランティア・市民活動振興センター　TEL：03-3581-4656サポーターの声 7月号「ホントは身近なボランティア」、自分の住んでいる町の人に出会い話をすることで、郷土愛に繋がり、活動
をするときの原動力にもなる。無関心ではなくなるので、この活動は良いなと思いました。　（愛知県　濱本さん）
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あそびの広場、お母さんたちのおしゃべり会学生たちの実践トレーニング

あそびの広場の子どもたち

心理学に基づく早期療育

発達障害ならではの
被災地におけるニーズ

自閉症のお子さんをもつ
ご両親をサポート

チームによるサポートの輪を
広げたい

日本には専門家が
足りない。専門性を
切り分けて受け皿
を増やしたい

私たちがやっていることを
広く知ってもらうことが必要

自閉症の子は、「ユニークな脳を
持っている人」と認識しています

発達障害児の文化を

守ること、寄り添うことが

大切なのです

い     とう

伊藤 あづささん
一般社団法人ぶれいん・ゆに～くす

代表
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くま　　     ひと     み

熊  仁美さん
特定非営利活動法人ADDS（Advanced Developmental Disorders Support）

共同代表

専門家と親・学生
による療育

ケース■2
被災地での発達

障害児・者支援
ケース■3知ることが第一歩～みんなで支える発達障害～

特 集

幼少期の療育で、

自閉症のお子さんの成長の

可能性を広げていきたいです
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